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『河合ダンスグラヒック』―芸妓バレエ団とモダニズム―
古 野 朋 子

国立国会図書館の蔵書から

昭
和
モ
ダ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
表
紙
を
開
く
と
、
白

塗
り
の
少
女
が
踊
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
な

ん
だ
ろ
う
か
。「
河
合
ダ
ン
ス
」
と
い
う
か
ら
に
は

舞
踊
団
な
の
だ
ろ
う
が
、
洋
風
の
衣
装
な
の
に
和
風

の
化
粧
に
違
和
感
が
あ
る
し
、バ
レ
エ
で
あ
れ
ば「
ら

し
く
な
い
」
い
で
た
ち
だ
。

彼
女
た
ち
の
本
職
は
な
ん
と
芸
妓
（
芸
者
）
で
あ

る
。
芸
妓
と
い
え
ば
日
本
髪
に
和
服
で
日
本
舞
踊
、

す
な
わ
ち
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ
存
在
で
、
ダ
ン
ス

は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

河
合
ダ
ン
ス
は
、
大
阪
道
頓
堀
の
宗
右
衛
門
町
に

あ
る
お
茶
屋
「
河
合
」
を
経
営
し
て
い
た
河か

わ
い合
幸こ
う
し
ち七

郎ろ
う

が
大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
に
立
ち
上
げ
た
舞
踊

団
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
バ
レ
リ
ー
ナ
を
招
い
て
レ
ッ

ス
ン
し
た
と
い
う
か
ら
本
格
的
だ
。
そ
の
成
果
を
お

座
敷
で
披
露
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
阪
中
之
島
の
中

央
公
会
堂
で
大
正
12
年
６
月
に
初
公
演
、
大
正
13
年

１
月
に
初
東
上
、
翌
年
か
ら
帝
国
劇
場
で
定
期
的
に

公
演
す
る
に
至
る
。
そ
の
後
も
全
国
各
地
で
公
演

を
重
ね
、『
河
合
ダ
ン
ス
グ
ラ
ヒ
ッ
ク
』
は
昭
和
５

（
１
９
３
０
）
年
１
月
の
帝
国
劇
場
公
演
に
あ
わ
せ

て
創
刊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
テ
ィ
ー
ン

と
お
ぼ
し
き
少
女
も
含
め
て
、
規
模
は
数
十
人
程
度

で
あ
っ
た
と
い
う
。

誌
面
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
バ
レ
エ
（
ア
ン
ナ
・

パ
ブ
ロ
ワ
が
来
日
公
演
で
踊
っ
た
「
ア
マ
リ
ラ
」
も

あ
る
）
の
ほ
か
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
大
正
14
年
に
来

日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
先
駆
と
さ
れ

今 月 の 一 冊

『河合ダンスグラヒック』第1輯、第 2 輯
河合ダンス編輯部, 1930 <請求記号 VA211-164>

『Kawai dance = 河合ダンスグラヒック』第 3 輯
河合ダンス編輯部, 1931 <請求記号 Z72-V554>

第１輯表紙

「扇」（第1輯）
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る
セ
ン
ト
・
デ
ニ
ス
と
テ
ッ
ド
・
シ
ョ
ー
ン
の
デ
ニ

シ
ョ
ー
ン
劇
団
の
も
の
、
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
当
時
最

新
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
児
童
劇
、
軽
業
、
寸
劇
風
の
も
の
も
見
受
け
ら

れ
、
幅
広
さ
に
も
驚
か
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
、
舞
台
で
客
席
に
向

か
っ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
団
体
は
、
明
治
44

（
１
９
１
１
）
年
に
創
設
さ
れ
た
帝
国
劇
場
歌
劇
部

が
初
期
の
代
表
例
で
あ
る
。
大
正
中
期
、
そ
の
経
験

者
た
ち
に
よ
る
浅
草
オ
ペ
ラ
が
大
人
気
と
な
る
一

方
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に
宝
塚
少
女
歌
劇
団

が
初
公
演
、
こ
れ
に
倣な

ら

っ
た
団
体
が
各
地
で
生
ま
れ

た（
１
）。
河
合
ダ
ン
ス
も
そ
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
。
バ

レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
来
日
も
相
次
ぎ
、
大
正
11
年
に
は

ア
ン
ナ
・
パ
ブ
ロ
ワ
が
来
日
し
て
い
る
。
か
よ
う
に

ダ
ン
ス
が
大
衆
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

大
正
時
代
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
ぜ
そ
れ
を
芸
妓
が
行
っ
た
の
か
。
河
合

は
「
舞
踊
が
従
来
の
ま
ゝ
で
は
ど
う
も
客
の
感
興
に

適
せ
ぬ
」「
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
、
民
衆
的
な
西

洋
の
舞
踊
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る（

２
）。
こ
の

よ
う
な
志
を
実
現
す
る
に
は
、
自
身
の
手
元
に
い
た

芸
妓
た
ち
を
ダ
ン
サ
ー
に
仕
立
て
る
こ
と
が
近
道
と

考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
芸
妓
は
伝
統
文
化
を
受

け
継
ぐ
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
当
時
、
芸
妓
は
よ
り
芸
や
教
養
を
磨
く
必
要

性
が
あ
る
と
い
う
芸
妓
改
良
論
が
説
か
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
こ
う
し
た
西
洋
風
の
も
の
を
取
り
入
れ

（右）「人形のダンス」。（第1輯） 
「小さい頭の中は芸術で一杯です」との文章が添えられて

いる。
（左） 「スケルツォワルツ」 の一場面と思われる。（第2輯）
（下）バレエ「火の鳥」から一部取り入れたという場面で、

衣装はフランスから取り寄せたという。（第1輯）
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た
「
モ
ダ
ン
芸
妓
」
は
注
目
さ
れ
た
。
河
合
ダ
ン
ス

は
、
創
立
翌
年
の
新
聞
記
事
で
「
芸
妓
が
在
来
の
三

味
線
と
舞ま

い
お
う
ぎ扇だ
け
に
執
着
し
て
ゐ
て
は
時
代
に
遅
れ

ま
す
と
い
ふ
素
的
に
新
し
い
主
張
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る（

３
）。
萩
原
朔
太
郎
は
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
、

「
現
在
の
日
本
に
於
け
る
唯
一
の
『
真
正
な
芸げ

い
し
ゃ妓
』

は
（
中
略
）
大
阪
に
お
け
る
あ
の
所
謂
ダ
ン
ス
芸げ

い
し
ゃ妓

が
そ
れ
で
あ
る
」
と
河
合
ダ
ン
ス
を
讃
え
た（

４
）。

さ
て
、
河
合
ダ
ン
ス
の
公
演
の
評
判
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
雑
誌
『
帝
劇
』
に
は
「
お
座

敷
芸
と
し
て
の
ダ
ン
ス
で
な
く
立
派
な
ダ
ン
ス
団
」

（
国
民
新
聞
）、「
駒こ

ま
ぎ
く菊
と
い
ふ
の
が
如
何
に
も
う
ま

い
、
あ
れ
だ
け
踊
れ
る
の
は
日
本
に
幾
人
も
ゐ
な
い

だ
ら
う
」（
報
知
新
聞
）
と
高
く
評
価
す
る
新
聞
評

の
転
載
が
並
ぶ（

５
）。
ま
た
、
団
体
名
鑑
に
は
「
文
芸
演

劇
映
画
舞
踊
団
体
」
の
項
に
宝
塚
音
楽
歌
劇
学
校
、

日
本
舞
踊
協
会
ら
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る（

６
）。

河

合
ダ
ン
ス
に
対
し
て
は
、「
エ
ロ
舞
踊
の
家
元
」
と

い
っ
た
声
も
あ
っ
た（

７
）が
、
河
合
は
本
誌
の
中
で
、
河

合
ダ
ン
ス
は
「
エ
ロ
チ
ツ
ク
や
、
グ
ロ
テ
ス
ク
を
売

物
と
す
る
い
か
ゞ
は
し
い
卑
猥
な
る
ダ
ン
ス
」
と
は

一
線
を
画
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
充
分
に
発
揮
」

し
た
作
品
や
、
欧
米
ダ
ン
ス
行
脚
で
着
想
を
得
た
作

品
を
発
表
す
る
と
述
べ
て
い
る（

８
）。
女
性
の
芸
能
者
へ

の
目
線
や
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
も
興
味
深
い
。

全
盛
を
誇
っ
た
河
合
ダ
ン
ス
だ
が
、
昭
和
７
年
に

ス
タ
ー
駒
菊
が
病
気
に
よ
り
引
退
し
、
芸
に
専
念
す

る
た
め
の
お
茶
屋
と
の
分
離
が
招
い
た
経
営
難
な
ど

（上）デヤボール（明治から昭和初期にか
けて流行した、棒二本の先に紐をつけ、
紐でコマを回したり上下させる玩具） を用
いた演目。（第2輯）

（中）「火事」と題した、消防団の青年た
ちと美女との恋愛と、消火の動作を組み
合わせたストーリー仕立ての演目。あら
すじも掲載されている。（第3輯）

（下）オフショットのページもある。（第
2輯）

河合ダンスとジャズ
河合ダンスの芸妓たちはジャズの演奏も行ってい

た。レコードには、当時流行していたシロフォン（木
琴）やサキソフォンの演奏が残されており、それら
は「歴史的音源」（https://rekion.dl.ndl.go.jp/）参加館・
国立国会図書館内で聴くことができる。「河合ダン
ス団」「河合ダンス少女団」「河合サキソフォン・バ
ンド」の名義がある。

1920年代から30年代の大阪はいわゆる「大大阪
時代」で、様々な娯楽で賑わい、ジャズも盛んであっ
た。服部良一も自伝『ぼくの音楽人生』で河合ダン
スに触れている。

（上）シロフォンとサキソフォンの演奏風景。（第1輯）
（下）『ビクター・レコード音譜目録』（日本ビクター蓄音器, 

1929.2） <請求記号　YM2-112>に掲載されている河合サキソ
フォン・バンドの練習風景。
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も
重
な
り
、
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
10
月
の
神
戸

で
の
公
演
が
確
認
で
き
る
最
後
の
も
の
と
さ
れ
る
。

戦
後
、河
合
は
「
い
ま
ど
き
の
娘
さ
ん
は
バ
レ
ー
、

バ
レ
ー
と
お
つ
し
や
る
が
、
わ
た
く
し
の
や
つ
て
ま

し
た
河
合
ダ
ン
ス
は
其
の
は
し
り
で
、
戦
争
と
と
も

に
す
べ
て
お
じ
や
ん
（
略
）
何
し
ろ
お
茶
屋
に
芸
妓

の
組
織
し
て
い
る
バ
レ
ー
団
が
あ
つ
た
の
で
す
か

ら
、
御
存
知
な
い
方
に
は
珍
ら
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」

（
９
）

と
書
い
て
お
り
、
す
で
に
遠
い
過
去

の
こ
と
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
資
料
だ

け
が
、「
モ
ダ
ン
芸
妓
」
の
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
さ
せ
て
く
れ
る
。

1　広島では料亭「羽田」による羽田歌劇団が大正 7（1918）年に創設、ここ
でも芸妓がダンスを踊った。

2　大大阪画報社 編『大大阪画報』大大阪画報社 , 1928　https://dl.ndl.
go.jp/pid/1190484/1/440

3　「芸妓団の喜劇　声楽も練習中」（『大阪毎日新聞』1922.9.19 夕刊 2 面）　
< 請求記号 YB-7>

4　萩原朔太郎「新芸妓論」（三宅孤軒『芸妓読本』全国同盟料理新聞社 , 
1935）　https://dl.ndl.go.jp/pid/1054925/1/65

5　「大阪河合ダンスバレー団帝劇公演評判」（『帝劇』伊太利大歌劇号 , 
1925.2）　https://dl.ndl.go.jp/pid/1514230/1/18

6　栂坂昌業 編『団体総覧　第 2 回（昭和 9 年版）』大日本帝国産業総聯盟
団体研究所 , 1934　https://dl.ndl.go.jp/pid/1688527/1/667

7　「河合ダンス十月末上京」（『読売新聞』1930. 9.16 朝刊 10 面）　< 請求
記号 YB-41>

8　河合幸七郎「我が辿りし跡を顧みて」（『河合ダンスグラヒック』第 3 輯）
9　河合幸七郎「うまいもの」（『あまカラ』13, 1952.9）　https://dl.ndl.go.jp/ 

pid/3542969/1/11

○参考文献
渡辺裕『日本文化モダン・ラプソディ』春秋社 , 2002　<請求記号 KD151-H1>
芝田江梨「踊る芸妓たち」（神山彰 編『忘れられた演劇（近代日本演劇の記憶
と文化 1）』森話社 , 2014）　<請求記号 KD431-L8>
倉橋滋樹 , 辻則彦『少女歌劇の光芒　ひとときの夢の跡』青弓社 , 2005　<請
求記号 KD597-H27>

蘆
あしはら

原英
えいりょう

了コレクション
当館所蔵の第1輯、第2輯と公演プログラムは、バレエやシャンソンの

研究家、評論家である蘆原英了（1907-1981）のコレクションである。
これらの資料は、昭和5（1930）年、23歳の蘆原が帝国劇場で河合ダン

スを観劇して入手した可能性がある。パリ留学前、評論家になる前の若き
蘆原の目に、河合ダンスはどう映っただろうか。

（参考）リサーチ・ナビ「蘆原英了コレクション」のページ
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/collection/theme_honbun_101078.html
コレクションは洋書約5,400冊、楽譜約5,200点、レコード約9,300枚を

はじめ、各種公演プログラムやポスター、錦絵、自筆ノートを含む多様な
資料で構成されている。

「大阪河合ダンス秋季新作発表公演番組　
丸の内帝国劇場」1930 <請求記号 VA251-
1667>
昭和 5（1930）年10月公演のプログラム。演
者名はすべて源氏名であることが特徴的。

（右）『河合ダンスグラヒック』第 2 輯表紙
（左）同第 3 輯表紙

いずれもA5版、１冊20 銭。本文紙は光沢のあるアート紙。ほとんどが写真ページ
のグラフ誌で、昭和11（1936）年創刊の『宝塚グラフ』より6 年も早い創刊である。
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1992 年以来、当館はメリーランド大学図書館との共同事業のもと、プランゲ文庫の所蔵する出版物の複製物を収集してい

ます＊。わたしはその共同事業にかかる当館の駐在員として、2019 年 9 月から 2023 年 4 月までワシントン D.C. に滞在し、

プランゲ文庫の息吹きのようなものに間近で触れてきました。東京ではパソコンのディスプレイに映し出される真っ平らな画

像でしかなかった資料の現物、あるいはそれまで見たことのなかった資料の実物が学内の授業や展示会に使われ、学生や研究

者から活き活きとした反応を引き出し、さらには日本研究の材料となって学外に羽ばたいていくのを何度も見かけたものです。

当館で（モニター越しに）ご覧いただけるプランゲ文庫資料＊＊の紹介にも頁を割きたいところですが、今回はあえて、現地

で見たプランゲ文庫の立体的なありようをご紹介したいと思います。決定的に重要な日本関連コレクションを持つプランゲ文

庫はいま、どんなふうになっているのか——

吉家　あかね

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

プランゲ文庫「再訪」
　―プランゲ文庫の現

い ま

在をさぐる―

＊　マイクロフィルムにより雑誌と新聞を収集した後、2005 年以降は、図書をデジタル画像で収集中です。
＊＊ “Gordon W. Prange Collection”. リサーチ・ナビ . https://rnavi.ndl.go.jp/occupation/jp/Prange.html
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寄
贈
資
料

　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
は
、
検
閲
の
た
め
に
占

領
軍
が
収
集
し
た
資
料
以
外
に
も
、
占
領

軍
に
関
連
し
た
公
的
な
文
書
や
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、
様
々
な
資
料
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

そ
の
所
蔵
資
料
の
全
体
概
要
と
し
て
こ
う

書
か
れ
て
い
ま
す（

１
）。

商
業
出
版
物
は
も
ち
ろ
ん
、
非
営
利
団

体
や
組
合
、
さ
ら
に
は
多
数
の
個
人
に

よ
る
出
版
物
を
含
む
資
料
群
は
、
当
時

の
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
「
声
」
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
　

　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
資
料
か
ら
聞
こ
え
る
そ

の
「
声
」
の
多
く
は
出
版
物
を
介
し
た
、

日
本
国
内
か
ら
の
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
占
領
軍
の
一
員
と
し
て
日
本
に
や
っ

て
き
た
個
人
の
「
声
」
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
特
徴
的
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
に
滞

在
し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
公
私
に
わ
た
っ
て

そ
の
生
活
を
記
録
し
た
文
書
や
写
真
類
を

含
む
寄
贈
資
料（

２
）が
あ
り
ま
す
。
か
れ
ら
が

人
生
の
一
時
期
を
過
ご
し
た
戦
後
日
本
は

ど
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
か
、
か
れ
ら
は
日

本
に
何
を
見
い
だ
し
た
か
、
そ
し
て
日
本

人
は
か
れ
ら
の
向
け
る
レ
ン
ズ
に
ど
う
応

え
た
か
―
―
写
真
の
フ
レ
ー
ム
の
な
か
に

は
、「
新
奇
」
な
文
化
へ
の
好
奇
心
に
満

ち
た
ア
メ
リ
カ
人
の
、
あ
る
い
は
そ
の
被

写
体
と
な
っ
た
日
本
人
の
無
数
の
「
声
」

と
し
て
の
ま
な
ざ
し
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

数
あ
る
寄
贈
資
料
の
な
か
で
、
わ
た
し

が
と
く
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
も
の
に
、「
マ

リ
ー
・
コ
ー
ラ
ー
・
ス
ラ
イ
ド (M

ary 

K
oehler slides)

」（
３
）が
あ
り
ま
す
。
占
領
軍

の
天
然
資
源
局
付
書
記
官
で
あ
っ
た
コ
ー

ラ
ー
は
、
Ｐ
Ｘ
（
占
領
軍
の
売
店
）
で
キ

ヤ
ノ
ン
の
カ
メ
ラ
を
入
手
し
、
１
９
４
５

年
か
ら
１
９
４
９
年
の
５
年
間
に
わ
た
っ

て
日
本
で
の
経
験
を
カ
ラ
ー
の
ス
ラ
イ
ド

フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ま
し
た
。
色
彩
豊
か
な

画
像
で
戦
後
日
本
の
光
景
を
見
ら
れ
る
こ

と
も
、
こ
の
資
料
が
貴
重
で
あ
る
一
因
で

す
が
、
こ
の
資
料
を
さ
ら
に
珍
し
い
も
の

に
し
て
い
る
の
は
そ
の
構
成
で
す
。
コ
ー

ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
の
一
部
を“T

he Japan 

I K
new

 – 1945-1949”

と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
下
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
様
式

に
仕
立
て
ま
し
た
。

　

コ
ー
ラ
ー
自
身
が
解
説
す
る
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
吹
き
込
ま
れ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
と
そ
の
原
稿
の
効
果
も
あ
り
、
こ
の
資

料
全
体
を
通
し
て
、
コ
ー
ラ
ー
が
日
本
で

目
に
し
た
も
の
や
人
々
に
向
け
ら
れ
た
慈

し
み
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
ら
れ
る
一

方
、
そ
の
ま
な
ざ
し
と
言
葉
に
は
、
お
そ

ら
く
本
人
の
意
思
に
反
し
て
、
敗
者
に
対

す
る
容
赦
の
な
い
寛
容
と
も
い
え
る
よ
う

な
気
配
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ラ
ー

　メリーランド大学図書館特別コレクション部門のひとつとし
て、ホーンベイク図書館にあるゴードン・W・プランゲ文庫（以
下プランゲ文庫）は、日本が占領下にあった時期（1945-
1952 年）に関する資料を所蔵するアーカイブです。そのコレ
クションの礎として多くを占めるのは、占領軍が 1949 年まで
行った検閲のために収集した図書、雑誌、新聞、写真、地図、
ポスターなどです。占領軍の一員として戦史編纂を担当したプ
ランゲ博士が、従軍前に歴史学の教授として勤務していたメ
リーランド大学にそれらの資料を移送したことに、その由来が
あります。プランゲ文庫の所蔵資料は、占領期の検閲実態を
伝える史料として、あるいは希少出版物を多く含む資料群とし
て、研究者に限らず、一般の方 に々も多く活用されています。

（上）プランゲ文庫に収められている日本の出版物。
（左）プランゲ文庫スタッフの皆さん。右から、コーディネーターの清
水レゼック素子（Motoko Shimizu Lezec）さん、キュレーターのジェ
ンキンス加奈   （Kana Jenkins）さん、資料保存担当のカースティン・
ガフケ（Kirsten Gaffke）さん。
Photography by Tory Salvador, UMD Libraries（3 点とも）

プランゲ文 庫とは？
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（上）「マリー・コーラー・スライド」一式（上映用
スライド・トレイとその他のスライド、ナレーションの
手稿と浄書、ナレーションを吹き込んだカセットテー
プ）

（左）「マリー・コーラー・スライド」の特色のひとつ
である、人物写真の一部を並べて撮影したところ。

が
生
前
に
こ
の
資
料
を
友
人
に
託
し
、
さ

ら
に
そ
の
友
人
の
子
息
が
引
き
継
い
だ

後
、
そ
の
寄
贈
先
と
し
て
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

を
見
出
し
た
と
い
う
経
緯
に
は
、
異
国
の

地
に
あ
る
日
本
関
係
資
料
な
ら
で
は
の
軌

跡
が
う
か
が
え
、
資
料
の
内
容
の
み
な
ら

ず
そ
の
背
景
に
至
る
ま
で
、
資
料
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
糸
口
が
い
く
つ
も

見
つ
か
る
よ
う
な
お
も
し
ろ
み
を
覚
え
ま

す
。

　

こ
う
し
た
個
人
か
ら
の
資
料
寄
贈
は
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
で
は
、
そ
の
収
集
対
象
を
日
本
の

占
領
期
（
１
９
４
５
～
１
９
５
２
年
）
の

資
料
に
絞
っ
て
い
ま
し
た
が
、
厳
密
な
定

義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
占
領
期
の
空
気
が
残

る
１
９
５
０
年
代
ま
で
対
象
期
間
を
拡
げ

た
結
果
、
１
９
５
５
年
か
ら
１
９
５
６
年

の
日
本
の
風
景
を
捉
え
た
写
真
と
ス
ラ
イ

ド
を
含
む
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
デ
メ
ロ
カ

ス
文
書（

４
）」 

を
入
手
し
た
そ
う
で
す
。
プ
ラ

ン
ゲ
文
庫
は
、
い
ま
も
生
き
て
育
ち
つ
づ

け
て
い
る
の
で
す
。
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メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵

　
マ
リ
ー
・
コ
ー
ラ
ー
・
ス
ラ
イ
ド
に
記
録
さ
れ
た
占
領
期
日
本

東京とその近郊

（上段）右から、銀座にあった PX、国会議事堂近くの一角、皇居の堀で釣りをする子どもたち。
（中段）右から、皇居の護衛に立つオーストラリア人とアメリカ人 GI、街角にやってきた紙芝居。
（下段）右から、盆栽庭園、上司の家（接収された日本家屋）での食事会。

1945 年 11月に来日するまで、日本の
ことをほとんど知らず、偏見すら抱いてい
たというコーラーは、PXで買い求めたカメ
ラに「はまり」、そのカメラを携えて空き時
間に東京を巡り歩きました。

鴨場
宮内省（府）による接待の場のひとつ。

捕った鴨を共に食して杯を交わし、コー
ラーの言によると「勝者と敗者が親交を深
めました。」

8国立国会図書館月報 752号 2023.12



箱根で行われた「愛林日植樹行事」。昭和天皇
が臨席した。

農村・漁村
天然資源局の現地調査や旅行で、農民と漁民の生活を撮影しました。

日本各地

スライドショーはこう締めくくられます。
「わたしが日本から持ち帰ったもの―『東海道五十四

ママ

次』や人形、象牙の根付、
着物―のうち、とくに大切に思っているのは、ひとびとの思い出です。最初は謎め
いて見えたものですが、後になるとそんなことはありませんでした。裕福なひとから
貧しいひと、父親たち、母親たち、老いたひとびと、若い恋人たち、花嫁、かわい
い少女たち、漁師たち、アイヌのひとたち。そして小さな子どもたちにはいつも惹き
つけられたものです。わたしは子どもたちの小さな顔をいつまでも忘れないでしょう。
日本の子どもたち、あるいは世界中の子どもたちが今後、戦争の恐怖を味わうこと
のないよう、切に願っています。」

（上）広島の原爆ドームと原爆ドームのそばに
あった古書店「アトム書房」

（左）長崎の原爆遺品展示場内部

9 国立国会図書館月報 752号 2023.12



Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

展示会 “FUJI: Mountain as Metaphor in Postwar Japan” の様子。展示会チームの一員として、学生アシスタントもギャラリートークを担当しました。
Photography by Tory Salvador, UMD Libraries（5 点とも）

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動 

　
　
　
　
　
―
展
示
会

　

２
０
２
３
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
ホ
ー
ン
ベ
イ
ク
図
書
館
に
あ
る
資

料
閲
覧
室
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ー
ム
）

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の

資
料
を
用
い
た
展
示
会
が
催
さ
れ
ま
し

た（
５
）。“FU

JI: M
ountain as M

etaphor 

in Postw
ar Japan”

と
銘
打
ち
、
横よ
こ
や
ま山
大た
い

観か
ん

や
梅う
め
は
ら原
龍り
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
な
ど
に
よ
る
絵
画
を
通

し
て
、
戦
後
日
本
の
表
象
と
し
て
の
富
士

山
の
変
遷
を
追
う
こ
の
展
示
を
発
案
し
た

の
は
、
清
水
レ
ゼ
ッ
ク
素
子
さ
ん
で
す
。

２
０
２
２
年
春
に
新
し
く
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
清
水
さ
ん
は
、

「
不
変
」
に
屹き

つ
り
つ立
す
る
富
士
山
が
新
時
代

の
到
来
に
伴
っ
て
、
そ
の
象
徴
す
る
も
の

を
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
さ
ま
を
多
く
の
資
料

か
ら
取
り
出
し
、
展
示
を
通
し
て
再
構
成

し
て
み
せ
ま
し
た
。

　

英
語
圏
に
お
い
て
日
本
語
の
刊
行
物
で

観
衆
を
引
き
寄
せ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
元
美
術
館

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
長
年
の
経
験
を

持
つ
清
水
さ
ん
の
面め

ん
ぼ
く
や
く
じ
ょ

目
躍
如
と
す
る
と
こ

ろ
。
資
料
の
補
修
を
担
当
す
る
ガ
フ
ケ
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
視
覚
的
・
立
体
的

に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
資
料
を
中
心
に
据

え
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
い
て
観
客
の
目
を
惹

く
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
編
み
出
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
語
を
解
さ
な
い
観
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展 示 会とブログ
2022 年 12 月のホリデー・シーズンには、メリーランド大学図書館
の特別コレクション部門による合同展示会 “The Joy of Cooking in 
Special Collections”（特別コレクションに見る、料理のたのしみ）
が開催されました＊。
　　
わたしもその美味しそうな企画に誘われて、プランゲ文庫にある料理本
のレシピを見ながらどら焼き作りに挑戦し、プランゲ文庫ブログでその
顛末を報告しました。日本語・英語両方で週 1、2 回の頻度で更新さ
れるこのブログは、今年で開設 10 年を迎えました。プランゲ文庫の行っ
ている、息の長いアウトリーチ活動の一環です。

筆者がプランゲ文庫のブログに執筆した「どら焼きでホリデー気分」
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2022/12/14
/%E3%81%A9%E3%82%89%E7%84%BC%E3%81%8D%E3%8
1%A7%E3%83%9B%E3%83%AA%E3%83%87%E3%83%BC%E
6%B0%97%E5%88%86/

客
に
、
い
か
に
日
本
の
文
化
的
文
脈
を
伝

え
ら
れ
る
か
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
難
所
で

す
。
解
説
ラ
ベ
ル
に
は
、
鑑
賞
に
必
要
な

情
報
が
惜
し
み
な
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
簡
潔
な
内
容

で
、
観
客
が
自
由
に
富
士
山
の
象
徴
性
を

考
え
る
の
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
余
白
が
残
る

も
の
で
し
た
。

　

清
水
さ
ん
曰
く
、
こ
の
展
示
会
に
は
裏

テ
ー
マ
と
も
い
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
紙
不
足
が
緩
和

し
、
出
版
物
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
さ

ら
に
複
製
技
術
が
高
度
に
発
達
し
て
普
及

し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
社
会
の
な
か
で

富
士
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
増
殖
し
て
い
き
ま

す
。
展
示
ケ
ー
ス
に
並
ん
だ
戦
後
発
刊
の

美
術
誌
や
児
童
書
、
外
客
向
け
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
国
内
外
に
向
け
て
、

戦
後
の
「
日
本
」
を
代
表
す
る
存
在
と

し
て
の
富
士
山
を
あ
ら
た
め
て
印
象
づ
け

る
媒
体
で
し
た
。
神
秘
な
る
崇
拝
対
象
で

あ
っ
た
富
士
山
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て

ポ
ッ
プ
・
ア
イ
コ
ン
と
し
て
遍
在
す
る
ま

で
の
過
程
を
考
え
る
と
き
、
イ
メ
ー
ジ
の

質
的
・
量
的
変
化
を
促
し
た
占
領
期
は
大

き
な
転
回
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
前ぜ

ん
じ
つ
た
ん

日
譚
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

複
製
さ
れ
た
富
士
山
の
嚆こ

う
し矢
と
も
言
え
る

「
凱が

い
ふ
う
か
い
せ
い

風
快
晴
」（
葛か
つ
し
か
ほ
く
さ
い

飾
北
斎
『
富
嶽
三
十
六

景
』
よ
り
。
通
称
「
赤
富
士（

６
）
」）
が
掲
げ

ら
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

展示会 “The Joy of Cooking in Special Collections” でのプラ
ンゲ文庫からの展示資料

資料を整備するガフケさん
Photography by Tory Salvador, UMD Libraries

合同展示会用の展示を
設える清水さん

＊ “New Exhibit: The Joy of Cooking in Special Collections.” Special 
Collections & University Archives, University of Maryland Libraries. 
2022-12-13,

https://hornbakelibrary.wordpress.com/2022/12/13/new-
exhibit-the-joy-of-cooking-in-special-collections/
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Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

「
教
育
の
場
」
と
し
て
の

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫

　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務

め
る
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
は
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学
図
書
館
で
東
ア
ジ
ア
研
究
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
司
書
で
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
司
書
は
授
業
に
も
積
極
的
に
関
与

し
て
、
学
生
の
研
究
活
動
の
導
き
手
と
な

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
さ
ん
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
教
授
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら

綿
密
な
授
業
プ
ラ
ン
を
練
り
、
そ
の
時
々

の
授
業
の
ね
ら
い
と
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
、
授
業
に
用
い
る
資
料
を
慎
重
に
選
び

ま
す
。
こ
の
準
備
に
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か

る
そ
う
で
す
が
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
偶
然
に
新
し
い
発
見
に
恵
ま
れ

る
こ
と
も
多
い
の
で
、
難
し
い
な
が
ら
も

楽
し
い
時
間
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
資
料
の
核
と
も
い
え

る
、
検
閲
処
分
を
受
け
た
資
料
群
は
も
ち

ろ
ん
、
毎
度
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

題
材
で
す
。
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
の
担
当

す
る
授
業
は
必
ず
し
も
日
本
研
究
専
攻
の

学
生
を
対
象
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
の
で
、
た
と
え
ば
日
本
語
を
履
修
し

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
日
本
語
能
力
が
ま

だ
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
い
学
生
向
け
に

は
、
実
際
に
削
除
処
分
を
受
け
た
イ
ラ
ス

ト
を
含
む
紙
面
や
漫
画
を
用
意
し
、
学
生

に
自
ら
そ
の
資
料
に
触
れ
て
も
ら
い
、
占

領
軍
の
検
閲
方
針
で
あ
る
「
プ
レ
ス
コ
ー

ド
」
や
「
キ
ー
ロ
グ
」

（
７
）
を
参
照
し
な
が
ら
、

必
ず
し
も
資
料
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
処

分
理
由
や
検
閲
の
背
景
に
つ
い
て
、
学
生

自
ら
考
え
る
よ
う
促
し
て
い
き
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
資
料
が
常
に
な
ん
ら
か
の
解

を
示
し
て
く
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
資
料
を
直
接
手
に
取
っ
て
そ

の
オ
ー
ラ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
学
生
の
思

考
の
間ま

ぐ
ち口
の
よ
う
な
も
の
が
拡
が
っ
て
い

く
様
子
が
、
授
業
を
見
学
し
て
い
る
わ
た

し
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん
の
目
標
は
、
プ
ラ

ン
ゲ
文
庫
が
日
本
研
究
専
攻
以
外
の
学
生

に
も
広
く
知
ら
れ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
だ

と
い
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
所
蔵
す

る
検
閲
済
み
資
料
の
価
値
は
、
当
然
そ
の

本
文
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
検
閲
プ

ロ
セ
ス
に
使
用
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
検
閲

処
分
を
受
け
た
現
物
で
あ
る
と
い
う
歴
史

的
文
脈
が
加
わ
り
ま
す
。
現
物
に
残
る
痕

跡
と
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
学
生
の
研
究
対
象

が
何
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
礎
的

な
思
考
力
を
育
て
る
十
分
な
教
材
に
な
る

と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
授
業
以
外
に
も
教
員
や
学
生
と

関
わ
り
、
支
援
す
る
仕
組
み
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
先
述
の
展
示
会
で

は
、
日
本
美
術
史
を
専
攻
す
る
学
生
ア
シ

ス
タ
ン
ト
の
貢
献
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
は
、
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る

だ
け
で
な
く
、
得
た
知
識
を
ど
の
よ
う
に

（上）占領軍による検閲についてのレクチャー
（右）資料の実物を見ながら学生の質問に答えるジェンキンスさん
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
試
み

を
重
ね
る
こ
と
の
で
き
る
実
践
の
場
で
も

あ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
学
外
の
研
究
者
向
け
と
し
て
、

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
資
料
を
用
い
て
の
研
究
に

対
す
る
助
成
金
制
度
「
20
世
紀
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
ア
ワ
ー
ド（

８
）」
が
、
歴
史
学
部

と
の
共
同
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
助
成

金
を
受
け
た
研
究
者
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

大
学
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
う
な
ど
し
て
研

究
成
果
を
共
有
し
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
と
の

連
携
を
保
っ
て
い
ま
す
。
研
究
者
か
ら
の

相
談
を
受
け
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
ス
タ
ッ
フ

が
紹
介
し
た
こ
と
で
日
の
目
を
見
た
資
料

も
少
な
く
な
く
、
資
料
が
研
究
に
活
か
さ

れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
資
料
に
知ち

し
つ悉

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を

担
い
う
る
か
を
痛
感
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
来
し
方

行
く
末

　

ア
メ
リ
カ
の
地
に
あ
っ
て
、
日
本
の
特

別
な
時
期
に
関
す
る
資
料
が
こ
れ
だ
け
の

規
模
で
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
だ
け

で
も
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
は
や
は
り
唯
一
無

二
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
国
内
外
か
ら
研
究
者
が

や
っ
て
く
る
、
日
本
研
究
の
一
大
拠
点
で

も
あ
り
ま
す
。

　

資
料
の
由
来
す
る
地
で
あ
る
日
本
で
は

な
く
、
占
領
国
ア
メ
リ
カ
で
そ
の
資
料
が

保
管
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
そ

れ
自
体
に
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
り
ま

す
が
、
か
の
地
で
戦
後
日
本
が
様
々
に
解

釈
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

生
み
出
さ
れ
て
い
く
ま
で
の
道
行
き
は
、

な
か
な
か
に
ス
リ
リ
ン
グ
で
す
。
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
は
、
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
、
世
界
に
開
か
れ
た
戦
後
日

本
研
究
の
揺よ

う
ら
ん籃
の
地
な
の
で
す
。

「20 世紀ジャパン・リサーチ・アワード」の近年の受賞研究リスト。文学から音楽、宗教に
至るまでさまざまなテーマで研究がおこなわれています。
https://www.lib.umd.edu/ja/node/248

1 “ゴードン・Ｗ . プランゲ文庫 .” University Libraries. University of 
Maryland.

https://www.lib.umd.edu/ja/collections/special/japan
2 “ゴードン Ｗ・プランゲ文庫の資料検索・利用方法 /プランゲ文庫が所
蔵する寄贈資料 .” University Libraries. University of Maryland.

https://lib.guides.umd.edu/c.php?g=563959&p=3885077
3 “Mary Koehler slides.” University Libraries. University of 
Maryland.

https://archives.lib.umd.edu/repositories/2/resources/472
4 “George P. Demeroukas papers.” University Libraries. 
University of Maryland. 

https://archives.lib.umd.edu/repositories/2/resources/1868
5 “ 過去の展示会より.” ゴードン・Ｗ . プランゲ文庫ブログ . 2023-08-
06,

https://prangecollectionjp.wordpress.com/2023/08/06/%e9
%81%8e%e5%8e%bb%e3%81%ae%e5%b1%95%e7%a4%ba%e4%b
c%9a%e3%82%88%e3%82%8a/

6 メリーランド大学アート・ギャラリー所蔵品
7 “ 検閲 : 民間検閲局文書 .” ゴードン・Ｗ . プランゲ文庫ブログ . 2013-
07-21,

h t t p s : / / p r a n g e c o l l e c t i o n j p . w o r d p r e s s .
com/2013/07/21/ impos ing-censorsh ip-samp le-
documents%e6%a4%9c%e9%96%b2-ccd/

8 “Awards for 20th Century Japan Research.” University 
Libraries. University of Maryland.

https://www.lib.umd.edu/ja/node/248
“ 研究助成 ”. ゴードン・Ｗ . プランゲ文庫ブログ .
https://prangecollectionjp.wordpress.com/category/%e7%a0
%94%e7%a9%b6%e5%8a%a9%e6%88%90/

※ URL の最終アクセス日：2023 年 9 月22日
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https://www.lib.umd.edu/ja/node/248
https://www.lib.umd.edu/ja/collections/special/japan
https://lib.guides.umd.edu/c.php?g=563959&p=3885077
https://archives.lib.umd.edu/repositories/2/resources/472
https://archives.lib.umd.edu/repositories/2/resources/1868
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2023/08/06/%e9%81%8e%e5%8e%bb%e3%81%ae%e5%b1%95%e7%a4%ba%e4%bc%9a%e3%82%88%e3%82%8a/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2023/08/06/%e9%81%8e%e5%8e%bb%e3%81%ae%e5%b1%95%e7%a4%ba%e4%bc%9a%e3%82%88%e3%82%8a/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2023/08/06/%e9%81%8e%e5%8e%bb%e3%81%ae%e5%b1%95%e7%a4%ba%e4%bc%9a%e3%82%88%e3%82%8a/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2013/07/21/imposing-censorship-sample-documents%e6%a4%9c%e9%96%b2-ccd/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2013/07/21/imposing-censorship-sample-documents%e6%a4%9c%e9%96%b2-ccd/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/2013/07/21/imposing-censorship-sample-documents%e6%a4%9c%e9%96%b2-ccd/
https://www.lib.umd.edu/ja/node/248
https://prangecollectionjp.wordpress.com/category/%e7%a0%94%e7%a9%b6%e5%8a%a9%e6%88%90/
https://prangecollectionjp.wordpress.com/category/%e7%a0%94%e7%a9%b6%e5%8a%a9%e6%88%90/


 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
を

   
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

        
―
動
物
の
画
像
を
例
に
―

　
国
立
国
会
図
書
館
の
人
文
総
合
情
報
室
で
は
、
絵
画
や
イ
ラ
ス
ト
の
探
し
方
に
つ
い

て
の
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
は
文
字
ば
か
り
の
本
だ
け
で
な
く
、

図
版
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
た
図
鑑
や
事
典
類
を
豊
富
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
図
書
館

の
資
料
を
使
え
ば
、
色
々
な
図
版
を
調
べ
て
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
当
館
の
資
料
も
活
用
し
な
が
ら
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
動
物
の
図

版
の
調
べ
方
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
動
物
を
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

人文総合情報室の書棚　総記・人文科学分野の事典や参考図書を多数見ることができる。

　    

目
次

    　
　
　

 

家
紋
に
描
か
れ
た
動
物
―
ウ
サ
ギ 

15

　
　
　

リ
ア
ル
に
描
か
れ
た
動
物
―
ラ
イ
オ
ン 

16

　
　
　

西
洋
の
絵
画
に
描
か
れ
た
動
物
―
ウ
シ 

17

　
　
　

日
本
の
絵
画
等
に
描
か
れ
た
動
物
―
イ
ヌ 

18

　
　
　

新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
動
物
―
ネ
コ 

20

　
　
　

童
話
の
中
に
登
場
す
る
動
物
―
オ
オ
カ
ミ
と
七
匹
の
子
ヤ
ギ 

21

　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
動
物
を
探
す 

22

　
　
　

お
ま
け　

表
紙
い
っ
ぱ
い
の
動
物
！ 

24
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Ｑ
． 

我
が
家
の
家
紋
は
ウ
サ
ギ
が
モ
チ
ー
フ

で
す
。
で
も
周
り
で
ウ
サ
ギ
の
家
紋
の
人
を

見
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
他
の
ウ
サ
ギ

紋
の
調
べ
方
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
モ
チ
ー
フ
か
ら
家
紋
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
！

　

例
え
ば
、『
家
紋
大
事
典
』
は
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
た
図
像
か
ら
家
紋
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
項
目
一
覧（
掲
載
順
）に
よ
る
と「
兎
」

の
項
目
は
65
〜
66
頁
に
あ
り
、
複
数
の
ウ
サ

ギ
紋
の
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
国
立
国
会
図
書
館
で
収
集
・

保
存
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
検
索
・
閲

覧
で
き
る
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
確
認
し
て
み
る
と
、
い
く

つ
か
家
紋
に
関
す
る
資
料
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
検
索
す
る
時
は
、
本
の
テ
ー

マ
を
表
し
て
い
る
「
件
名
」
の
欄
に
「
紋
章
」

と
入
力
し
て
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

検
索
結
果
を
見
て
い
く
と
、『
日
本
紋
章

学
』
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
二

巻
（
各
論
）
第
三
篇
（
動
物
門
）
に
「
第
四

章　

兎　

蝙
蝠
」（
７
６
１
〜
７
６
３
頁
）
が

あ
り
、
実
際
の
ウ
サ
ギ
の
家
紋
２
点
と
兎
紋

を
あ
し
ら
っ
た
幟
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
家
紋
事
典  

家
紋
の
由
来
と
解
説
』

94
頁
に
も
「
兎
（
ウ
サ
ギ
）」
の
項
が
あ
り
、

真
向
き
兎
等
６
点
の
家
紋
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

家紋に描かれた動物－ウサギ

沼田頼輔『日本紋章学』明治書院 , 1926
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879378/1/4
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879378/1/430

「家紋を調べる」（リサーチ・ナビ）

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/post_1127.html

◇引用文献
髙澤等『家紋大事典　Encyclopedia of KAMON』
東京堂出版 , 2021, pp.65-66<GB8-M37>

沼田頼輔『日本紋章学』明治書院 , 1926, 
pp.761-763
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879378/1/430

大隈三好『家紋事典　家紋の由来と解説』金園社 , 
1979, p.94
https://dl.ndl.go.jp/pid/12208214/1/51

（扉）　　　　　　　　　(p.762）

(p.762）

家紋の詳しい調べ方は、リサーチ・ナビ「家紋を調べる」にもまとめてい

ますので、参考にしてください。
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リアルに描かれた動物－ライオン

森島中良  編輯『紅毛雑話 5 巻』　天明 7［1787］序・跋 
https://dl.ndl.go.jp/pid/2537564/1/75

Ｑ
．
日
本
語
表
記
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
写

実
的
な
ラ
イ
オ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
古
い
も
の

を
探
し
て
い
ま
す
。

Ａ
． 
動
物
を
写
実
的
に
描
写
し
た
イ
ラ
ス
ト

を
探
し
て
い
る
場
合
、
動
物
名
か
ら
調
べ
ら

れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
の

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

 

人
文
総
合
情
報
室
で
は
、『
日
本
古
典
博

物
事
典 

動
物
篇
』、『
博
物
図
譜
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
事
典 

動
物
篇
』、『
資
料
日
本
動
物
史 

新

装
版
』
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
に
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像

の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
元
の
資
料

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
例
え
ば

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
百
科
事
典
で
あ
る

『
倭わ

か
ん
さ
ん
さ
い
ず
え

漢
三
才
図
会
』
に
、「
獅
子
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。『
倭
漢
三
才

図
絵
』
に
は
空
想
上
の
動
物
等
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
像
が
必

ず
し
も
写
実
的
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
資
料
日
本
動
物
史 

新
装
版
』
の

５
５
９
〜
５
６
１
頁
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
天

明
７
（
１
７
８
７
）
年
頃
に
書
か
れ
た

『
紅こ

う
も
う
ざ
つ
わ

毛
雑
話
』
に
、
写
実
的
な
ラ
イ
オ
ン
の
イ

ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。　

ち
な
み
に
、『
紅
毛
雑
話
』で
は「
レ
ー

ウ
ー
」（
オ
ラ
ン
ダ
語
のLeeuw

か
ら
）
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇引用文献
小 林 祥 次 郎『日本 古 典 博 物 事 典 動 物 篇 』 勉 誠出版 , 
2009<KG2-J31>

日外アソシエーツ株式会社 編集『博物図譜レファレンス事典 
動物篇』日外アソシエーツ , 2018<M1-L12>

梶島孝雄『資料日本動物史 新装版』八坂書房 , 2002, 
pp.559-561<GB97-G60> 寺島良安 編『倭漢三才図会 105 巻首 1 巻尾 1 巻』

秋田屋太右衛門 [ ほか ], 文政 7[1824]
https://dl.ndl.go.jp/pid/2569722/1/5
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Ｑ
．
ウ
シ
が
出
て
く
る
西
洋
絵
画
を
た
く
さ

ん
調
べ
た
い
で
す
。
可
能
な
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス

以
降
の
画
家
の
絵
画
を
探
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ａ
．
絵
画
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
モ
チ
ー
フ
が
類

推
で
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
、『
美
術
品
所

蔵
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典 

西
洋
絵
画
篇
』
等
の

事
典
類
か
ら
調
べ
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
な

お
、
ウ
シ
は
「
子
牛
」「
牡
牛
」「
牝
牛
」
等

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
『
西
洋
美
術
作
品
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典 

絵

画
篇 

19
世
紀
中
葉
以
前
』
で
調
べ
る
と
、

６
６
４
頁
に
ミ
レ
ー
の
「
子
牛
の
誕
生
」
と

い
う
絵
画
が
あ
り
、『
25
人
の
画
家　

現
代

世
界
美
術
全
集
』
第
４
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
西
洋
絵
画
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
等
が

モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

ウ
シ
が
出
て
く
る
神
話
か
ら
調
べ
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

Ｑ
．
ウ
シ
が
出
て
く
る
神
話
は
、
ど
う
し
た

ら
調
べ
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
い
く
つ
か
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
古
今
東
西
の
神
話
に
つ
い
て

ま
と
め
た
『
神
の
文
化
史
事
典
』
は
巻
末
８

〜
26
頁
に
キ
ー
ワ
ー
ド
索
引
が
付
与
さ
れ
て

お
り
、
動
物
の
種
類
等
か
ら
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、『
カ
ラ
ー
版
神
の
か
た
ち

図
鑑
』
を
確
認
す
る
と
、
２
６
６
〜
２
７
４

頁
に
ウ
シ
の
姿
を
と
る
神
々
と
そ
の
神
話
の

内
容
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
確
認
す
る
と
、
ギ
リ
シ

ア
神
話
の
神
様
ゼ
ウ
ス
が
牡
牛
の
姿
に
な
っ

て
エ
ウ
ロ
ペ
を
誘
拐
す
る
神
話
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、
キ
ー

ワ
ー
ド
「
エ
ウ
ロ
ペ
」
で
『
西
洋
美
術
全
集
絵

画
索
引
』
６
８
６
〜
６
８
９
頁
を
確
認
す
る

と
、
ブ
ー
シ
ェ
の
「
エ
ウ
ロ
ペ
ー
の
掠
奪
」
と

い
う
絵
画
が
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館 

６
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
書
で
は
、
掲
載
画
像
は
白
黒
で
す
が
、

所
蔵
館
で
あ
る
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（https://collections.louvre.fr/

）
か

ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
検
索
す
る
と
、
カ
ラ
ー

の
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西洋の絵画に描かれた動物－ウシ

子牛の誕生　シカゴ美術館蔵
“Peasants Bringing Home a Calf Born in the 
Fields”(The Art Institute of Chicago)
Jean François Millet
出典　“The Art Institute of Chicago”
https://www.artic.edu/artworks/111648/
peasants-bringing-home-a-calf-born-in-
the-fields

エウロペーの掠奪　ルーブル美術館蔵
“L'enlèvement d'Europe” (Musée du Louvre)
François Boucher
画像出典　“Wikimedia Commons”
https://commons.wikimedia.org/wiki/
File:Fran%C3%A7ois_Boucher_-_The_Rape_
of_Europa,_1747.jpg

◇引用文献
日外アソシエーツ株式会社 編『美術品所蔵レファレンス事典　西
洋絵画篇』日外アソシエーツ , 2017<K1-L23>

日外アソシエーツ株式会社 編『西洋美術作品レファレンス
事典 絵画篇 19 世紀中葉以前』日外アソシエーツ , 2005, 
p.664<K2-H19>

松村一男・平藤喜久子・山田仁史 編『神の文化史事典』白水社 , 
2013 巻末 pp.8-26<HK2-L2>

松村一男・平藤喜久子 編著『カラー版神のかたち図鑑』白水社 , 
2016, pp.266-274<HK71-L23 >

東京都立中央図書館 監修『西洋美術全集絵画索引』日本図書
館協会 , 1999, pp.686-689<YU1-5594>

『25 人の画家　現代世界美術全集』第 4 巻 , 講談社 , 1981, 
図 42<KC16-870>

『NHK ルーブル美術館 6』日本放送出版協会 , 1986, p.100
<K16-307>
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Ｑ
．
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
イ
ヌ
の
イ
ラ
ス

ト
を
調
べ
た
い
で
す
。
イ
ヌ
だ
け
が
描
か
れ
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
イ

ヌ
と
接
し
て
い
た
か
わ
か
る
資
料
も
ほ
し
い
で

す
。

Ａ
．
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資

料
と
し
て
、
草
双
紙
や
浮
世
絵
等＊

が
あ
り
ま

す
。

　

 

＊
草
双
紙
は
江
戸
時
代
以
降
に
流
行
し
た
大
衆
向

け
絵
入
り
小
説
の
総
称
で
す
。
浮
世
絵
に
は
、
江

戸
時
代
の
風
俗
を
画
題
と
し
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

犬
は
人
々
の
生
活
に
身
近
だ
っ
た
た
め
、

そ
れ
ら
に
描
か
れ
て
い
る
事
例
を
多
数
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
件
数
が
多
い
の
で
、
事
典
類
を
確
認

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
ず
、『
民

俗
風
俗
図
版
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典 

古
代
・
中

世
・
近
世
篇
』
の
巻
末
に
あ
る
「
名
称
索
引
」

を
確
認
す
る
と
８
４
２
頁
に
「
犬
〔
江
戸-

芸
能
・
遊
戯
・
娯
楽
〕」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
本
文
を
見
て
み
る
と
、『
絵
で
よ

む
江
戸
の
く
ら
し
風
俗
大
事
典
』
の
２
５
２

〜
２
５
３
頁
に
関
連
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

以
上
の
情
報
を
元
に
、『
絵
で
よ
む
江
戸

の
く
ら
し
風
俗
大
事
典
』
を
開
き
、
実
際
の

画
像
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
犬
と

戯
れ
る
少
年
の
イ
ラ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
出
典
と
し
て
『
通つ

き
じ
の
ぜ
ん
こ
う
き

気
智
之
銭
光
記
』
３

巻
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
下
図
の
左
下

部
）。 

　

次
に
『
浮
世
絵
事
典　

定
本
』 

上
巻
の
61

頁
「
犬
」
の
項
目
を
見
れ
ば
、
イ
ヌ
が
題
材

の
浮
世
絵
が
何
点
か
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
画
題
や
作
者
名
を
ヒ

ン
ト
に
、
さ
ら
に
浮
世
絵
を
探
し
て
い
く
と

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
飼
育
さ
れ
、
上

流
階
級
の
女
性
達
に
抱
き
犬
と
し
て
愛
玩
さ

れ
て
い
た
犬
種
に「
狆ち

ん

」が
あ
り
ま
す
。「
狆
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
し
て
も
、
関
連
す
る

資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
典
類
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
展
覧
会

図
録
を
確
認
す
る
こ
と
も
、
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
す
。
例
え
ば
、『
浮
世
絵
に
描
か
れ

た
犬
と
猫
』
と
い
う
展
覧
会
図
録
に
、
犬
が

描
か
れ
た
浮
世
絵
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日本の絵画等に描かれた動物－イヌ

山東京伝 戯作『通気智之銭光記 3 巻』［鶴屋
喜右衛門］［享和 2(1802)］　「碁の段」 
https://dl.ndl.go.jp/pid/9892398/1/8

タイトル に入っている「 銭 光 記 」 は 算 術 書
『塵

じ ん こ う き

劫記』をもじったものです。庶民の心得を算
術にかけてまとめています。
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◇引用文献
日外アソシエーツ株式会社 編『民俗風俗図版レファレン
ス事典 古代・中世・近世篇』日外アソシエーツ , 2016, 
p.842<GB1-L29>

棚橋正博・村田裕司 編著『絵でよむ江戸のくらし風俗
大事典』柏書房 , 2004, pp.252-253<GB371-H13>

吉田暎二『浮世絵事典 定本』上巻 第 2 版 , 画文堂 , 
1990, p.61<KC2-E5>

『浮世絵に描かれた犬と猫』浮世絵太田記念美術館 , 
1997 <KC16-G1441>

　インターネット上から浮世絵を調べる方法もあります。リサー

チ・ナビ「浮世絵の図版を探す」に役立つサイト情報をまとめて

いますので、参考にしてください。このページでも紹介している

ように、国立国会図書館デジタルコレクションの古典籍資料（貴

重書等）のコレクション検索で対象欄の「錦絵」を選択すると、

国立国会図書館で所蔵している浮世絵等を検索することができま

す。タイトルに「狆」を入力して検索すると、遊ぶ２匹の狆が描

かれている「千代田の大奥　狆のくるひ（千代田の大奥）」という

資料がヒットします（左図）。

「展覧会図録・カタログ（展観目録）を探す」（リサーチ・ナビ）
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/theme_honbun_101074.html

楊洲周延 ［画］『千代田の大奥　狆のくるい』　福田初次郎 
明治 29［1896］ (『千代田の大奥』所収 )
https://dl.ndl.go.jp/pid/1302666/1/3

楊洲周延（橋本周延）は美人画に優れ、江戸城大奥の風
俗画等で知られています。本作は 3 枚つづりで、大奥で飼
われていた狆の様子が描かれています。

「浮世絵の図版を探す」（リサーチ・ナビ）
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/post_697.html

展覧会図録の探し方は、リサーチ・ナビ「展覧会図録・カタログ（展

観目録）を探す」にもまとめていますので、参考にしてください。
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Ｑ
．
昔
の
新
聞
記
事
で
、
服
を
着
せ
ら
れ
て

２
本
足
で
立
つ
ネ
コ
の
写
真
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
大
正
時
代
の
記
事
だ
と

思
い
ま
す
が
、
調
べ
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
新
聞
記
事
や
そ
の
画
像
を
調
べ
て
い
る

場
合
は
、
各
新
聞
社
が
提
供
し
て
い
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』
の
記
事
を
検
索

で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」

（
国
立
国
会
図
書
館
内
や
一
部
の
大
学
図
書

館
、
公
共
図
書
館
等
で
利
用
可
）
で
は
、
写

真
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
だ
け
に
絞
っ
て

検
索
が
で
き
ま
す
。「
明
治
・
大
正
・
昭
和

１
８
７
４—

１
９
８
９
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

検
索
し
て
み
ま
す
。　
　

　

検
索
語
「
ネ
コ
」、
写
真
有
無
の
項
目
で

「
写
真
付
き
記
事
の
み
を
対
象
と
し
て
検
索

し
ま
す
。」
に
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
入
れ
て

大
正
時
代
に
絞
っ
て
検
索
す
る
と
、
大
正
15

（
１
９
２
６
）
年
５
月
17
日
の
夕
刊
10
頁
の

記
事
に
「
オ
ベ
ベ
を
着
た
ニ
ヤ
ア
ニ
ヤ
」
と

い
う
記
事
が
見
つ
か
り
ま
す
。
服
を
着
て
、

二
本
足
で
立
つ
ネ
コ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　 新聞記事に取り上げられた動物－ネコ

『読売新聞』夕刊 , 大正 15（1926）年 5 月17日付
画像出典：当館所蔵マイクロフィルム『読売新聞』＜YB-41＞
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Ｑ
．
明
治
期
に
訳
さ
れ
た
『
グ
リ
ム
童
話
』

の
「
オ
オ
カ
ミ
と
七
匹
の
子
ヤ
ギ
」
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
で
検
索
し
て
も
出
て

き
ま
せ
ん
。
多
分
挿
絵
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、

そ
れ
が
見
た
い
で
す
。

Ａ
．
当
時
の
翻
訳
で
の
タ
イ
ト
ル
が
「
オ
オ

カ
ミ
と
七
匹
の
子
ヤ
ギ
」
で
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ト

ル
で
翻
訳
さ
れ
た
の
か
を
特
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、『
日
本
に
お
け
る
グ
リ
ム
童
話

翻
訳
書
誌
』 （
翻
訳
研
究
・
書
誌
シ
リ
ー
ズ 　

１
）
を
確
認
し
ま
す
。
巻
末
に
「
グ
リ
ム
童

話
翻
訳
文
学
年
表 

１
（
明
治
編
）」
が
あ
り
、

明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
に
「
八
ツ
山
羊
」、

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
「
狼
と
七
匹
の

羊
」、「
お
ほ
か
み
」、「
狼
と
幼
山
羊
」
等
の

タ
イ
ト
ル
で
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
（
１
２
９
〜
１
３
１
頁
）。
現
物
を
確

認
す
る
と
、『
八
ツ
山
羊
』
と
『
お
ほ
か
み
』

に
挿
絵
が
あ
り
ま
す
。

童話の中に登場する動物－オオカミと七匹の子ヤギ

呉文聡 訳『八ツ山羊』 ( 西洋昔噺 ; 第 1 号 ) 弘文社 , 1887< 特 44-682>
https://dl.ndl.go.jp/pid/1168879/1/5

右頁は子ヤギたちに疑われないために、オオカミがペンキ屋に行って足の先を
白く塗ってもらっている場面。◇引用文献

川戸道昭・野口芳子・榊原貴教 編著『日
本におけるグリム童話翻訳書誌』( 翻訳研
究・書誌シリーズ ; 1) ナダ出版センター , 
2000, pp.129-131<KS357-G39 >

グリム 原著 [ 他 ]『おほかみ』 ( 家庭叢話 ; 第 1) 吉川半七 , 1889
https://dl.ndl.go.jp/pid/1169961
登場キャラクターが着物を着ている等、西洋の文化に馴染みのない当時
の人 が々理解しやすいような工夫がなされています。 
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Ｑ
．
ネ
コ
や
ウ
サ
ギ
等
、
様
々
な
動
物
の
イ

ラ
ス
ト
を
探
し
て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書

館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
が
で
き
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
国
立
国
会
図
書
館
は
所
蔵
資
料
の
一
部

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

図
版
を
調
べ
て
い
る
場
合
は
、
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
次
世
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
便
利
で
す
。
電

子
展
示
会
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
イ
メ
ー
ジ
バ
ン
ク
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
画
像
を
テ
ー
マ
別
に
ま
と
め
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

次世代デジタルライブラリー
https://lab.ndl.go.jp/dl/
　「画像から検索する」（https://lab.ndl.go.jp/dl/
illust）をクリックし、「単語や文章から」を選んでく
ださい。検索窓が表示されるので「ネコ」と入力す
ると、ネコの画像がたくさんヒットします。「可愛い
ネコ」「遊ぶネコ」等、キーワードを変えると違った
画像が見つかります。お好きなキーワードで検索し
てみてください。
　ちなみに、「手元の画像から」を選択すると、自分
の持っている画像から検索することができます。名
前はわからないけど、似たような動物の画像を探し
たい時など、手書きのイラストから画像を探したい
時に便利ですよ！

手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト

（本誌関連記事）
「画像の「中身」を検索する次世代技術」『国立国会図書館月報』746, 2023.6, pp.19-25
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12878025_po_geppo2306.pdf?contentNo=1#page=21

国立国会図書館のウェブサービスを使って動物を探す

国立国会図書館デジタルコレクションには「画像検索」
（https://dl.ndl.go.jp/search/image）という機 能 があ
り、手元の画像やインターネット上の画像から雰囲気の近い
画像を検索することができます。また「便利ツール」（https://
dl.ndl.go.jp/tool）からは、画像を検索する時に役立つ資
料を検索することができます。例えば、「明治から昭和前期に
刊行された写真集」を選択し、「事項編」のうちの「生物・
標本」を選ぶと、動物の写真集などを探すことができます。

国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/
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NDL イメージバンク
https://rnavi.ndl.go.jp/imagebank

（上段）「NDL イメージバンク」「うさぎ」のページ
https://rnavi.ndl.go.jp/imagebank/data/post-151.html

（下段右）「NDL イメージバンク」「猫」のページ
https://rnavi.ndl.go.jp/imagebank/data/post-147.html

（下段左）「NDL イメージバンク」「犬」のページ
https://rnavi.ndl.go.jp/imagebank/data/post-146.html

ＮＤＬイメージバンクでは、「描かれた
動物たち」というテーマで動物の画像
をまとめています。うさぎ、猫、犬を
はじめ、さまざまな動物の画像を集め
ています。ぜひ見てみてください。
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こ
の
頁
に
掲
載
し
た
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

の
表
紙
に
は
犬
の
イ
ラ
ス
ト
が
満
載
で
す
。
他

の
巻
を
見
て
も
、
表
紙
以
外
に
も
、
裏
表
紙
や

目
次
に
も
イ
ヌ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
丸
っこ
い

イ
ヌ
か
ら
、
シュッ
と
凛
々
し
い
イ
ヌ
ま
で
、
様
々

な
表
情
が
印
象
的
で
す
。

　

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
は
、
ど
の
巻
で
し
ょ
う

か
？

おまけ　表紙いっぱいの動物！

記事中の＜ 　　　＞内は当館請求記号

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

人
文
課
　
西
口
真
梨
奈
）

（上）曲亭馬琴 作 『南総里見八犬伝 9 輯 98 巻』丁子
屋平兵衛 [ ほか ]　[ 文化 11- 天保 13 (1814-1842)]  
第 3 輯巻 1
https://dl.ndl.go.jp/pid/2551598/1/2

（右）曲亭馬琴 作 『南総里見八犬伝 9 輯 98 巻』丁子
屋平兵衛 [ ほか ]　[ 文化 11- 天保 13 (1814-1842)] 
第６輯巻３
https://dl.ndl.go.jp/pid/2551615/1/2

丁子屋平兵衛は、八犬伝初版の第 8 輯以降の版元（後
に全巻刊行）です。
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私
は
現
在
、
人
文
課
人
文
第
一
係
に
所
属
し
て
お
り
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
、
当
館
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ

「
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
」
の
編
集
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
文
課
に
は
人
文
総
合
情
報

室
・
古
典
籍
資
料
室
・
地
図
室
と
い
う
三
つ
の
専
門
室
が

あ
り
、
人
文
第
一
係
は
人
文
総
合
情
報
室
で
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
人
文
科
学
分
野
の
資
料
案
内
や
、
資
料
の
所
蔵
機
関
調

査
の
ご
依
頼
を
お
受
け
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
と
り
わ

け
お
受
け
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
ご
先
祖
調
べ
。

　
　�

江
戸
時
代
に
越
前
屋
と
い
う
屋
号
で
薬
種
問
屋
を
し

て
い
た
太
郎
次
郎
（
仮
名
）
と
い
う
商
人
に
つ
い
て

調
べ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
…
…

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い
る
と
、
そ
の
よ
う
な
形
で
利

用
者
の
方
が
お
尋
ね
に
な
り
ま
す
。

　
「
太
郎
次
郎
は
一
体
何
者
？
」
と
思
っ
て
、
よ
く
よ
く

お
話
を
伺
う
と
、な
ん
と
ご
先
祖
だ
と
い
う
こ
と
！
　「
家

系
図
の
こ
こ
に
名
前
が
出
て
く
る
ん
で
す
け
ど
」
と
お
持

ち
に
な
っ
た
家
系
図
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

さ
て
そ
こ
か
ら
は
利
用
者
の
方
と
二
人
三
脚
。
ま
ず
は

分
か
っ
て
い
る
情
報
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。「
太
郎
次

郎
は
大
阪
で
商
売
を
し
て
い
た
ら
し
い
」、「
天
保
５
年
頃

は
道ど

し
ょ
う
ま
ち

修
町
付
近
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
」
な
ど
な
ど
。

　

活
動
し
て
い
た
場
所
や
時
代
、
周
辺
人
物
の
情
報
か
ら

少
し
ず
つ
「
太
郎
次
郎
」
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
開
架

資
料
の
人
名
辞
典
や
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
全
文
検
索
、
他
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を

駆
使
し
て
少
し
で
も
情
報
が
な
い
か
と
探
し
回
り
ま
す
。

そ
う
し
て
苦
労
し
て
資
料
の
片
隅
に「
越
前
屋
太
郎
次
郎
」

の
名
前
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
太
郎
次
郎
、
こ
こ
に
い
た
ん
で
す
ね
…
…
」
と
利
用

者
の
方
が
し
み
じ
み
仰
る
と
、
こ
ち
ら
も
胸
が
熱
く
な
り

ま
す
。利
用
者
の
方
が
お
持
ち
の
家
系
図
に
書
か
れ
た「
太

郎
次
郎
」
と
、
資
料
に
書
か
れ
た
「
太
郎
次
郎
」
が
同
一

の
人
物
で
あ
る
と
判
っ
た
瞬
間
の
喜
び
は
何
に
も
勝
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
し
て
い
る
と
、
資
料
は
そ
れ
を
求
め

る
人
に
読
ま
れ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
の
だ
な
と
深
く
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
資
料
と
人
が
出
会
う
手
助
け
を
す
る
こ

と
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
な
、と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
実
際
に
う
ま
く
資
料
を
見
つ
け
る
の
は
至

難
の
業
。
資
料
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
揉
ま
れ
て
悪
戦
苦
闘

の
日
々
で
す
。
た
だ
、
い
い
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
で
き
た
日

の
晩
ご
は
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

  

（
人
文
課 

人
文
第
一
係
　
人
文
屋
太
郎
次
郎
）

人と資料の
出会いを
手助けする仕事　

ご先祖調べの文献をひもとく職員
人文総合情報室の「人物・系譜」
の書棚にて

――レファレンスサービスの現場
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高
校
生
の
頃
、
深
海
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

か
れ
た
展
覧
会
へ
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
ヒ

ト
か
ら
見
た
深
海
の
環
境
は
厳
し
い
。
太
陽

光
は
届
か
ず
、
低
温
、
高
圧
、
場
所
に
よ
っ

て
は
海
底
下
か
ら
の
熱
水
や
化
学
物
質
に
さ

ら
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
深
海
に
も
生
物

は
存
在
し
て
い
る
。
工
夫
を
重
ね
て
深
海
に

棲
む
そ
の
様
子
は
こ
ち
ら
の
想
像
を
大
き
く

超
え
て
い
て
、
素
直
に
感
動
し
た
。
展
示
さ

れ
て
い
た
標
本
の
多
く
に
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
」
の
名
前
が
あ
り
、
そ
こ
で
深
海
生
物
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ
ク:

海
洋
研
究
開
発
機
構
）
は
海
洋
に
関
わ
る

研
究
や
技
術
開
発
を
行
う
機
関
で
あ
る
。

２
０
２
１
年
に
は
、
前
身
で
あ
る
海
洋
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
立
か
ら
数
え
て
50
周
年

を
迎
え
た
。
本
書
は
、
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
さ
れ
た
マ
ン
ガ
「【
ジ
ャ

ム
コ
ミ
！
】新
人
ナ
ビ
ち
ゃ
ん
の
潜
航
記
録
」

を
23
編
に
編
集
し
、
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

　
「
ジ
ャ
ム
コ
ミ
」
と
は
「
ジ
ャ
ム
ス
テ
ッ

ク
コ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
略
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
職
員
の
方
々
を
中
心
に
制
作
さ
れ

た
。
新
人
職
員
「
ナ
ビ
ち
ゃ
ん
」
が
さ
ま
ざ

ま
な
時
代
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
潜
入
し
、

そ
の
視
点
か
ら
、
当
時
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
職
員
の
実
体
験
に
基

づ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
く
。

　

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
で
進
め
ら
れ
て

い
た
事
業
に
「
シ
ー
ト
ピ
ア
計
画
」
が
あ

る
。
陸
上
と
は
環
境
が
大
き
く
異
な
る
深
海

で
も
、
ヒ
ト
は
活
動
で
き
る
の
か
を
探
る
た

め
の
も
の
だ
。
マ
ン
ガ
に
は
、
そ
の
一
環
で

実
施
さ
れ
た
72
時
間
の
断
眠
実
験
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。潜
水
し
た
状
態
を
再
現
し
、

高
圧
に
な
っ
た
閉
鎖
空
間
で
丸
３
日
、
被
験

者
で
あ
る
職
員
４
人
で
眠
ら
ず
に
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
彼
ら
は
あ
る
行
動
に

出
る
の
だ
が
、こ
れ
に
は
意
表
を
突
か
れ
た
。

過
酷
な
実
験
を
ど
こ
ま
で
も
面
白
く
切
り
抜

け
よ
う
と
い
う
心
意
気
を
感
じ
た
。

　

海
底
の
熱
水
噴
出
域
で
ユ
ノ
ハ
ナ
ガ
ニ
と

い
う
カ
ニ
が
発
見
さ
れ
た
際
の
逸
話
も
印
象

深
い
。
調
査
航
海
中
、
深
海
底
の
様
子
を
映

し
た
モ
ニ
タ
ー
に
カ
ニ
を
見
つ
け
て
驚
く
本

人
を
、
居
合
わ
せ
た
同
僚
た
ち
が
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
カ
ニ
な
ど
い
る
わ
け
な
い
と
茶
化
す

コ
マ
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
カ
ニ
が
存
在
す
る

と
い
う
の
は
信
じ
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
筆
者
に
も
、
重
要
な
発
見
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
ユ
ノ
ハ
ナ
ガ
ニ

は
そ
の
生
息
場
所
と
は
裏
腹
に
、
比
較
的
飼

育
し
や
す
い
深
海
生
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
調
査
で
の
失
敗
談
や
突

然
始
ま
る
共
同
研
究
、
50
周
年
記
念
事
業
の

裏
話
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
歴
史
や
事
業
は

も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
雰
囲
気
ま
で
伝
わ
っ
て

く
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　

冒
頭
の
経
緯
か
ら
、
筆
者
は
つ
い
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
と
深
海
生
物
を
思
い
浮

か
べ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
が
行
っ
て
き
た
こ
と
や
手
掛
け
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
人
々
は
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
多
彩
だ
っ
た
。
海
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の

奥
深
さ
を
感
じ
ら
れ
る
一
冊
だ
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
齊
藤 

奈
美
歩
）
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令
和
５
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
遺
産
と
地
域
文
化
の
継
承
を
目
指
し
て
」

国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
は
、

「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
が
各
地
で
進

む
中
、
震
災
の
痛
手
が
深
く
復
興
に
時
間
を
要
し
て
い
る
地
域

に
お
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
、
公
開
は
途
に
就
い
た
ば

か
り
で
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
避
難
指
示
区
域
の
解
除
が
進
み
、
今
後
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
が
期
待
さ
れ
る
地
域
か
ら
、
様
々
な
形
で
行
わ
れ
る
震
災
記

録
と
地
域
の
歴
史
文
化
の
伝
承
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
報
告

し
、
各
自
治
体
の
現
状
や
問
題
意
識
を
共
有
し
ま
す
。 

最
後
に
、登
壇
者
全
員
で
、町
民
の
避
難
が
終
わ
ら
ず
、ま
た
、

地
域
の
景
観
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
震
災
の

記
録
・
記
憶
を
含
め
た
地
域
の
歴
史
や
民
俗
文
化
を
継
承
す
る

上
で
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

○
日
時

令
和
６
年
１
月
８
日
（
月
曜
・
祝
日
）
13
時
～
16
時

○
会
場　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル

（
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８
‐
１

仙
台
市
営
地
下
鉄
青
葉
山
駅
下
車　

南
１
出
口
徒
歩
３
分
）

会
場
の
映
像
を
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
を
用

い
て
事
前
登
録
者
に
対
し
て
同
時
配
信
し
ま
す
。

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
の
開
催
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者
（
敬
称
略
）

【
事
例
報
告
】

苧
坪
祐
樹
（
大
熊
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
副
主
任
学
芸

員
）

三
瓶
秀
文
（
富
岡
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

渡
邊
祐
典
（
浪
江
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
主
査
）

橋
本
靖
治
（
双
葉
町
総
務
課
長
兼
秘
書
広
報
課
長
）　

【
進
捗
報
告
】

井
上
佐
知
子
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）

柴
山
明
寛
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

（
進
行
）
柴
山
明
寛

（
パ
ネ
リ
ス
ト
）
報
告
者
全
員

○
申
込
方
法

「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内

（h
ttp

s://w
w

w
.sh

in
ro

ku
d

en
.irid

es.to
h

o
ku

.ac.jp
/

sym
posium

/20240108/

）
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
参
加
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
会
場

１
２
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
３
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

災
害
人
文
社
会
研
究
部
門 

災
害
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

archiveforum
@

irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
」
及
び
「
国
立
国

会
図
書
館
サ
ー
チ
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
サ
ー

ビ
ス
の
休
止
に
つ
い
て�

�

（
令
和
５
年
12
月
27
日
～
令
和
６
年
１
月
４
日
）

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
現
在
提
供
し
て
い
る
「
国
立
国
会

図
書
館
検
索
・
申
込
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
国
立
国
会
図
書

館
オ
ン
ラ
イ
ン
）」
及
び
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
を
統
合
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
令
和
６
年
１
月
に
新
た
な
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
と
し
て
公
開
予
定
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
切
替
え
に
伴
い
、
令
和
５
年
12
月
27
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
令
和
６
年
１
月
４
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
国
立

国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
及
び
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
へ
の

ロ
グ
イ
ン
を
要
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み
等
を
休
止
し
ま
す
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
や
、
サ
ー
ビ
ス
休
止
情
報
の
詳
細

等
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
」
及
び
「
国
立
国
会
図
書
館

サ
ー
チ
」
の
統
合
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/use/2024renew

al/

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
７
４
号

カ
ナ
ダ
憲
法
の
明
文
改
正
に
よ
ら
な
い
改
正
―
司
法
省
統
合

版
等
に
お
け
る
取
扱
い
に
注
目
し
て
―

在
英
米
軍
に
お
け
る
民
事
裁
判
権
か
ら
の
国
家
免
除

労
働
時
間
の
上
限
規
制
に
つ
い
て

「
超
法
規
的
措
置
」・「
超
実
定
法
的
措
置
」
と
国
家
緊
急
権
（
短

報
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 89頁 月刊 1,100円（税込）　A4 89頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会

＃38
東京本館
新館吹き抜けとダブルコラム

（2016年9月）（2016年9月）
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一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数

特集　国会議事堂の中の図書館 1 7-25

国立国会図書館　国会分館 1 8-11

建築史の専門家に聞く　堀内正昭氏インタビュー 1 12-15

帝国議会の ＂図書館＂ はどこにあったのか?� （葦名�ふみ） 1 16-25

電子書籍・電子雑誌の収集範囲の拡大について―オンライン資料収集制度のご紹介― 1 27-29

国立国会図書館関西館開館20周年記念企画展示　万博タイムトラベル 1 30-31

林光の手稿譜を「読む」� （吉田�宗彰） 2 5-12

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報　令和3年度』から 2 25-28

誌面でふりかえる企画展示　知識を世界に求めて 3 6-9

企画展示関連講演会「翻訳学の視座から読む明治の文学翻訳者の言説―なぜ、いかに

して訳すのか―」� （齊藤�美野）
3 10-15

子ども読書の日「創造力は読書から」安藤忠雄氏講演録 3 16-17

デジタルコレクション、リニューアル～その機能を探る～ 3 19-22

展示会「スペイン語でつながる子どもの本ースペインと中南米から」関連講演「スペ

インと中南米の子どもの本―この100年の変遷と今―」� （宇野�和美）
4 5-11

法令議会資料いま・むかし―調査方法の変遷―� （三浦�修） 4 12-17

関西館開館20周年記念講演「コミュニケーションの進化と図書館の未来」�（山極�壽一） 5 6-11

関西館開館20周年記念シンポジウム「これからの図書館―読書はどう変わる？　デジ

タルでどう変わる？―」
5 12-13

新時代のビジュアルメディア・錦絵新聞� （鈴木�加成太） 5 15-21

新型コロナウイルス感染症と国立国会図書館 5 22-28

特集　大学1年生のための国立国会図書館入門 6 4-17

はじめての国立国会図書館 6 5-7

『図書館に訊け！』著者に聞く　国立国会図書館をどうやって「私の」図書館にする

か？� （井上�真琴）
6 8-17

大公開！　画像の「中身」を検索する次世代技術 6 19-25

ミニ電子展示会「本の万華鏡」第33回　NINJA―虚
エンタメ

像と実
ホンモノ

像― 6 26-27

小特集　古活字版 7/8 5-23

嵯峨本とは何か� （小秋元�段） 7/8 6-15

伏見版『六
りくとう

韜』『三
さんりゃく

略』と『七
しちしょ

書』について―慶長9年版『六韜』『三略』と慶長11年

版『七書』の「六韜」「三略」が同版であること―� （上田�由紀美）
7/8 16-23

第58回貴重書指定委員会報告：新たな貴重書のご紹介 7/8 24-27

ひなぎくでみる震災の記録 9/10 6-9

憲政資料のなかの関東大震災� （季武�嘉也） 9/10 10-21

ごぞんじですか？　NDL�Ngram�Viewer 9/10 22-23

歴史学者　鳥海�靖�氏に聞く　伊藤博文の文書―研究と編纂を振り返って― 11 5-17

憲政資料室の新規公開資料から 11 18-25

国際子ども図書館展示会「おいしい児童書」 11 26-29

ビジュアル資料を探してみませんか―動物の画像を例に―� （西口�真梨奈） 12 14-24

『国会のはなし』―新時代を担う若者たちに向けて―� （藤本�守） 1 3-6

執筆者名
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（第29回）江戸時代の大酒飲み、大食い� （川本�勉） 4 19-29

『国会のはなし』―新時代を担う若者たちに向けて―� （藤本�守） 1 3-6

明治時代に描かれた器―『陶磁器意匠標本』―� （岩嵜�依子） 2 1-4

『通俗伊蘇普物語』―明治時代のイソップ物語―� （横山�裕里恵） 3 1-5

『日本化学総覧』―日本の科学の発展に寄与した科学文献抄録誌―� （宍戸�真梨） 4 1-4

『大東京寫眞帖』―写真で見る昭和初期の東京名所―� （伊東�祐介） 5 1-5

『虞列伊氏解剖訓蒙圖』―明治時代の解剖図集―� （米川�和志） 6 1-3

『女房三十六歌仙』―高まる江戸の教育熱―� （櫛来�亜矢子） 7/8 1-4

牧野富太郎の手紙―辛夷はコブシ、にあらず―� （中嶋�恵子） 9/10 1-5

『海底二万里』―プラトンのアトランティス―� （舟口�永恭） 11 1-4

『河合ダンスグラヒック』―芸妓バレエ団とモダニズム―� （古野�朋子） 12 1-4

今月の一冊

本の森を歩く

特別編　京都府立京都学・歴彩館 2 13-20

京都府立京都学・歴彩館に勤務して� （加藤�大地） 2 14-17

様々な寄贈資料にみる歴彩館の資料収集うらばなし� （松田�万智子） 2 18-20

ルクセンブルク国立図書館� （中村�絢子） 3 24-31

プランゲ文庫「再訪」―プランゲ文庫の現
い ま

在をさぐる―� （吉家�あかね） 12 5-13

第1回　辞書編集の立場から� （森田�康夫） 9/10 24-25

第2回　＂ノンポリ＂ と ＂非政治＂� （佐藤�信） 11 30-31

世界図書館紀行

日本図書館紀行

NDL Ngram Viewer
を使ってみました
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誰がために議官はある 1 26

史と志をつなぐ 2 21

大人にこそ伝えたい 3 18

未来の国立国会図書館職員を迎えるために 4 18

離れていてもコピーをどうぞ 5 14

僕たち典拠三兄弟 6 18

資料の入口はこちらです 7/8 28

寝不足の震度4 9/10 26

博士論文デジタル化の片隅で 11 32

人と資料の出会いを手助けする仕事――レファレンスサービスの現場 12 25

閣議付議事項の件名等目録� （米井�大貴） 1 32

百香繚乱　高砂コレクション香りの図鑑　特別版� （西村�葉純） 2 22

日本の素朴絵� （塩畑�里紗） 3 23

足元から紐解く生活史　第34回企画展� （光島�有里） 4 30

萩原朔太郎詩集『月に吠える』一〇〇年記念展　ここからすべてが始まった�

� （前田�さらら）
5 29

こんにちは京都市電�　「京都市電関係資料」をひもとく� （新庄�航人） 6 28

岡山の野鳥たち　～むかし・いま・みらい～� （勝田�真紀子） 7/8 29

概説高輪築堤� （中村�魁） 9/10 27

蘭字　知られざる輸出茶ラベルの世界　齋田記念館特別展� （杉野�晟也） 11 33

ジャムコミ�=�JAMSTEC�comics� （齊藤�奈美歩） 12 26

館内スコープ

本屋にない本
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https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/

冊子版のご購入については、公益社団法人 日本図書館協会へお問い合わせください。バックナンバーも取り扱っています。
〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812（販売）

当館ホームページから、
PDFファイルを閲覧できます。
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を転載する場合（全文または長文にわたり抜粋する場合、または図版を転載する場合）には、
事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。
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